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1. ISO9001:2015、ISO14001:2015の JIS版 (日本語版) が発行されました。 

2015年 9月 15日付で正式発行された ISO9001、ISO14001の JIS版（日本語版）が当初予定の通り

11月 20日に発行されました。 ISO版と比べると比較的リーズナブルな価格で規格協会ウエブサイト

（http://www.jsa.or.jp/stdz/iso/isokaitei.html）で入手可能です。 

 

 10月号の JICQAニュースでもご説明しましたが、ISO9001、ISO14001認証を受けている組織は 3年後

の 2018年 9月 14日までに新規格への移行を完了する必要があります。登録組織の皆様には、移行期限

の 2か月前までに移行審査を受けて頂くことになります。 

移行審査への準備としては、JICQAの 2015年版無料説明会の資料をお使い頂ければ必要かつ十分と

考えております。 「FDIS版無料説明会の資料」及び「質問と回答」については、10月 30日にダウンロード

URLを連絡者の方にmailでご連絡しておりますので、ぜひご活用ください。なお、資料のダウンロードにつ

いてのお問い合わせは、規格改正事務局（ikoseminar@jicqa.co.jp）までお願いします。 

 

 また、弊社は日本適合性認定協会（JAB)による2015年版移行に関する事務所審査と組織立会い審査に

おいて「不適合なし」の評価を受けておりますので、早ければ来年 1月には 2015年版での ISO9001、

ISO14001の審査を実施してよいとの正式認定を受ける見込みです。 

 
 

2. FSSC22000ロゴの変更をお知らせいたします。 

  FSSC22000財団(※)より FSSC22000 ロゴの変更について通知がありました。概要は次の通りです。  

（1）新しいロゴは以下の通りです（現在のロゴを参考までに右に示します）。 

新しい FSSC 22000 ロゴ                 現在の FSSC 22000 ロゴ 

 

 

 

 

 

（2）新ロゴは 2016年 1月 1日以降に発行する登録証から使用を開始します。 

（3）新ロゴの移行期間は 2018年 12月 31日までの 3年間です。 

（4）既に「FSSC認証ロゴ」の清刷(CD-ROM)を使用されている登録組織の皆様には、2016年 1月 1日

以降、準備が完了次第、新ロゴの清刷(CD-ROM)をお送りします。 

現在、登録証及び清刷(CD-ROM)に使用する新ロゴへの切り替えの準備を行っています。整い次第

改めて詳細をご連絡します。 

 
※FSSC22000 スキームを引き継ぐ機関として新しく設立され、

FFSC財団からFSSC22000に関する全資産が移管されました。
認証機関、登録組織に影響はありません。 

ニュースレター 
 2015 年        12 月号 

担当：審査本部長 西脇 

 （TEL：03-5541-2754） 
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担当：登録部 竹内、審査本部 勝俣、 

審査第 2部 FSMS Gr 長塚 

    （TEL：03-5541-2754） 
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3. 農林水産省FSMAメールマガジンをご紹介します。 

2011年1月に米国で制定された食品安全強化法（FSMA）は、FDA（米国食品医薬品局）の権限を大幅

に強化し、対米輸出する外国企業にも FDA 査察の受け入れや危害分析・予防管理措置計画（HARPC）

対応など多くのことを要求しています。 今年の 8 月には、103 条（危害分析・予防管理措置計画）が発行さ

れ、引き続き 307条（第三者監査制度）等も発行されました。 

これを受けて、農林水産省は輸出戦略委員会のもとに FSMA 部会を結成し、対米輸出する日本企業の

円滑な FSMA対応のため活動しています。しかし、日本の食品製造業者の多くは商社を通じて商品を輸出

しており、自社商品が対米輸出されていることを認識していません。そのため、FSMA の適用対象となること

に気づかないまま、2016年から順次行われる主要細則の施行を迎えてしまうことが懸念されています。  

そこで、FSMAに関する情報提供の強化を目的に「農林水産省 FSMA メールマガジン」の配信が開始さ

れました。食品関連の組織の方に次の通りご紹介します。  

◆農林水産省 FSMA メールマガジン  http://www.maff.go.jp/j/pr/e-mag/  

農林水産省のメールマガジンに初めて登録する方は「新規配信登録」、すでに別のメールマガジンを

登録している方は「配信変更」から「農林水産省 FSMA メールマガ

ジン」を選択して登録してください。  

 

 

 
JICQAでは、各事務所に「公開研修センター」を併設し、各種規格の解説セミナーや内部監査員養成セミナー、ス

キルアップセミナーなど、各種の公開セミナーを実施しております。ISO9001 及び ISO14001 の内部監査員養成セミ

ナーのスケジュールをご案内します。各セミナーの詳細については JICQAホームページをご覧ください。 

 

【ISO9001内部監査員養成セミナー】                【ISO14001内部監査員養成セミナー】 

2015年 12月から 2015年版対応セミナーとして開催しています。 

開催日程                                    開催日程 

 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

＊2016年 4月以降のスケジュールは、決定次第ホームページに掲載いたします。 

 
 

 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 
 

   日本検査キューエイ株式会社 JIC Quality Assurance Ltd.（JICQA） 

〒104-0041 東京都中央区新富二丁目15番5号（業務部：大西、樋口） 

TEL：03-5541-2751  FAX：03-5541-2955 

 12 月 1 月 2 月 3 月 

東京 17-18 
14-15 

21-22 

4-5 

18-19 

3-4 

17-18 

名古屋   9-10  

大阪  19-20 16-17 10-11 

広島   23-24  

福岡  21-22  3-4 

 
沖縄     

 12 月 1 月 2 月 3 月 

東京  21-22 18-19 10-11 

名古屋    17-18 

大阪 15-16 14-15 9-10 15-16 

広島    8-9 

福岡   16-17  

沖縄     

担当：審査本部 勝俣 

 （TEL：03-5541-2754） 

公開セミナーのご案内 

 

  
  

  

講師からのメッセージ 

・ 規格解説セミナーでは、全体的目的と意図、それを達成するための各要求事項の目的と意図、

それらの繋がりを図解などで解り易く解説し、記憶に残るように工夫をこらしています。 

・ 内部監査員養成セミナーでは、その目的と原則、それらを達成するためのテクニッ

クなど、事例を挙げて解り易く説明した後に、模擬監査を行って“内部監査の実際”

を体験してもらいます。 

                         三角 忠茂（みすみ ただしげ） 
               

 

http://www.maff.go.jp/j/pr/e-mag/

